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令和６年度  学校経営方針 
 

１．はじめに 

昨年５月に新型コロナウィルス感染症が５類となって以来、今年度は久しぶりに大きな制約の無

い中で新年度を迎えることができた。令和６年度も子どもの学びを最大限確保することを前提に、

引き続き様々な感染症への対応についても気を付けながら、夢を育む教育活動を進めていきたい。

子どもと共に歩む安全で安心な学校づくりと子どもが主役の教育活動をしていく。子どもに寄り添

い、一人の子も見捨てない教育実践を教職員一人一人が意識し、児童理解と児童支援に取り組んで

ほしいと願っている。  

 本校は、かわさき教育プラン「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」の

理念のもと、「夢や希望をもって自らの考えを育て、よりよく人生を歩むための礎を築く」という

教育理念をもち、教育活動に取り組んでいく。この理念を受け、「自ら学び、心豊かにたくましく

生きていく児童の育成をめざして～やさしく たのしく たくましく～」の学校教育目標をたて、

①自ら学ぶ意欲と学ぶ力を育む学校、②豊かな心と健やかな身体を育む学校、③安全が確保され、

地域とともに歩む学校、の実現に向けて、教職員がそれぞれの持ち場で各自の職責を全うし、個性

や持ち味を存分に発揮し、学校が一つのチームとなり、本校の教育を推進していく。  

 

２．特色ある学校づくり  【本年度の学校経営の重点目標】 

①確かな学力ときめ細かな指導  

〇基礎学力の確実な定着  

    学習指導要領に則り、育成を目指す資質・能力を明確にし、学習のゴールについて見通しを

示すとともに習得した知識及び技能を活用して課題解決を図り、話し合ったり発表したりする

活動を取り入れ、多様な考えができる児童の育成を図る。各教科の中で基礎・基本的な学習の

定着を一層図りながら、児童自らが主体的に考え、判断し、表現できる力や、各教科を通して

「目指す子ども像」を見据えた資質・能力を育んでいきたい。 

〇個別最適な学びと協働的な学びの実現 

「令和の日本型学校教育」に基づいた「自立した学習者」を育て上げるために、「個別最適

な学びと協働的な学び」の充実を図り、「主体的・対話的で深い学び」を通した授業改善の推

進をしていく。授業づくりでは指導者がファシリテーターとなり、GIGA 端末を有効活用したり

児童同士の対話を通した学びを深めたりして児童とともに創り上げていきたい。指導者だけで

なく、児童も課題解決までの道筋を自ら描くことができるような、子ども自身による主体的な

学びが成立・進展する授業づくりをしていく。 

〇かわさき GIGA スクール構想の充実 

「かわさき GIGA スクール構想」では、本校の特性に合った活用方法を見直し、改善し

Chromebook（GIGA 端末）の教育的効果を高められるように研究を進めていく。 

○読書活動の充実 

  人生を豊かにする読書に児童が慣れ親しむためにも、様々な機会をとらえて読書活動を支援

するとともに、良い本と出あえる読書環境の充実を図る。保護者ボランティアを中心とした読

み聞かせによる本の楽しさを広げ、想像力豊かな児童を育てたい。また学校図書館の整備と活

用、情報活用能力の育成も目指していく。  

○コミュニケーション能力・言語活動の充実 

   児童のこれからの人生において必要なコミュニケーション能力の育成を学校生活全般で図る

とともに、コミュニケーションを行うために不可欠な言語能力の向上を目指して支援をしてい

く。 

〇校内研究の充実 

   校内研究だけでなく、地区授業研究会（算数）や拡大要請訪問（12 月）の場を生かして、よ

りよい授業スタイルを学んでいくことで、日々の授業力向上につなげていく。  

 

②豊かな心と思いやり 

 ○一人の子も見捨てない教育実践と児童理解・支援の充実 

一人一人の人権（LGBTQ も含む）に配慮し、日ごろから様々な方法により（かわさき共生・

共育プログラムによる効果測定等）児童理解を進め、子どもが安心して過ごすことができる学

校を目指す。また、支援教育コーディネーターを中心として、全教職員が教育的ニーズに応じ

た支援・指導ができるような体制の充実にも力を注いでいく。児童の健やかな成長を常に基盤



に据え、家族・地域社会・関係機関との密接な連携の基に、子どもの人権尊重と慎重な配慮で

適切な指導に努める。 

 

○自己肯定感の育成と明るい挨拶の励行 

  様々な機会をとらえて児童の規範意識の向上に努め、児童の心に夢と希望があり続けるよう

に支援・助言等を日常的に行う。全教職員で児童を信じ認め、励まして児童の自己肯定感を育

成したり、自己有用感を高めたりしてよりよく生きようとする意欲を養う。  

明るい挨拶や今井帽の着用を励行する。特に挨拶は重点的に指導を継続していく。  

○道徳教育・心と命を育む教育実践の充実 

   豊かな人間性の育成は道徳教育にあると考える。職員一人一人がその意識をもって道徳教育

に当たり、児童の道徳的実践力を高める。 

   人との関わりを大切にした授業実践や一人一人が輝く学校行事での活動等を通して、思いや

りの心や感動する心の育成を図り、夢や希望をもって生きることや、命のかけがえのなさを理

解し、自他の心や命を大切にする児童を育む。 

 ○特別支援教育の充実  

   インクルーシブ教育を目指し、知的障害、自閉症・情緒障害、肢体不自由等の児童に対する

理解を深め、学校としての全体的・総合的な支援体制をさらに充実させる。また、関係諸機関

との連携を図り、担任や保護者からの教育相談をもとに必要に応じて会議を開き協議する。そ

れらを日々の支援に生かすことを目指す。 

 

③健やかな体 

 ○基本的生活習慣の育成、確立 

   学校と家庭での連携をもとに、児童の基本的生活習慣のさらなる育成に努める。児童が日々

の生活の中で、望ましい行動をとるように、継続していくように職員が意識をもって児童に接

する。 

 〇食育の実践 

食育を通して児童の健康な体づくりへの取り組みとして、担任と学校栄養職員による食育の

実践をする。教職員で食物アレルギーの理解や日常の食生活を見直し、改善を呼びかける。ま

た、朝会や学級活動等で食文化についても伝えていきたい。 

 ○体育学習等の充実による基礎体力の向上  

   子どもたちが自らの健康や体力に関心がもてるよう、発達の段階を考慮した体育学習や健康

に関する指導を充実させる。また日常的に運動に親しむ機会を設定し児童の基礎体力の向上を

図る。 

 〇かわさきキラキラチャレンジや校庭開放プロジェクトの推進 

   様々な機会を通して、運動に触れる機会を充実させていく。また、学校教育全般、健康安全

指導を通して、自分の体は自分が作り守っていく意識と実践力を高めていく。  

 

④安全・地域 

 ○防災教育等、安全教育の充実 

防災組織や学校安全に係るマニュアルをさらに充実させる。総合的な防災・安全対策、危機

管理への意識を高め、避難訓練等の実践を通して、さらに「自分の命は自分で守る」児童の育

成を目指す。 

 ○熱中症対策と環境の整備 

   過去の事故を忘れず児童の安全を確保し、学校や保護者・地域、川崎市に対する信頼感回復

に努めていく。「熱中症から児童を守る」という決意をもって、熱中症を起こさない環境整備

を整え、職員が団結して安全・安心な教育活動を展開していく。  

○学校 web などによる積極的な情報発信 

   学校 web 等を始めとする様々な媒体、機会をとらえて、児童の様子や学校教育の上で必要な

情報をタイムリーに発信するとともに、情報受信をもとに必要な対策等を速やかに行うなどし

て、家庭・地域等との連携を図りながら安全・安心な学校教育を目指す。 

 

 ○保護者、地域との連携 

   日頃より児童に関する情報等を保護者、地域と必要に応じてやり取りするなどして、児童を

学校・家庭・地域の３者で共通理解のもと、見守り育てていくようにする。  



 〇コミュニティスクールへの移行に向けた取り組み 

令和 7 年度開始に向け、学校教育推進会議から学校運営協議会（コミュニティｽｸｰﾙ）への移行に向

けた取り組みを進める。 

〇地域や幼保小の連携、小小・小中との連携  

   感染症への対応が緩和されたことにより、地域や近隣の幼稚園・保育園との交流、小学校や

中学校との交流など、効果的な連携の在り方を考え、取り組んでいく。  

 

  



令和６年度  川崎市立今井小学校 学校経営計画 

         

 

 

 

 

  

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今井小の教育理念 【夢や希望をもって自らの考えを育て、よりよく人生を歩むための礎を築く】 

学校経営方針  
○自ら学ぶ意欲と学ぶ力を育む学校  

○豊かな心と健やかな身体を育む学校  

○安全が確保され、地域とともに歩む学校  

目標の実現に向けた今年度の重点 

組織としての指導力・学校力の一層の充実  ―共通理解と共通指導－ 

 

重点にかかる具体的な取り組み    -キャリア在り方生き方教育を背景として - 

教育関係法令・学習指導

要領  

○基礎学力の確実な定着  

○個別最適な学びと協働

的な学びの実現  

○GIGA ｽｸｰﾙ構想の充実  

○読書活動の充実  

○コミュニケーション能力・

言語活動の充実  

○校内研究の充実  

かわさき教育プラン 

 

 

○健やかな体  

・体力の向上と基本的生

活  

習慣の充実  

 

○安全・地域  

・安全の確保と、保護者、  

地域からの信頼の獲得  

・地域に開かれた学校  

○確かな学力と 

きめ細かな指導  

・基礎基本の充実と学び

の意欲、主体性の育成  

 

 

○一人の子も見捨てな

い教育実践と児童理

解・支援の充実  

○支援教育 Coを中心とし

た特別支援教育の充

実  

○自己肯定感の育成と

明るい挨拶の励行  

○道徳教育・心と命を

育む教育実践の充

実  

○防災教育等、安全

教育の充実  

○熱中症対策と環境

の整備  

○学校 web などによる 

積極的な情報発信  

○保護者、地域との連

携  

○地域や幼保小の連

携  

  小小・小中との連携  

○基本的生活習慣の

育成、確立  

○体育学習等の充実

による基礎体力の

向上  

○健康 ・安全指導の

充実と食育の実践  

 

★学習習慣、学習規律

の確立  

★公開授業を中心とし

た授業改善、授業力

向上にむけた研究と

研修  

★個々への支援の充実  

★探究的学習の推進  

★GIGA 端末の有効活用  

★学年・異学年交流、
協働での学習や活
動など、かかわりを大
切にした活動の充実  

★児童会活動やクラブ
・委員会活動を通し
た自治的活動の推
進  

★心と命を育む取組の
推進 （いじめ・不登
校防止対策を含む） 

○支援教育 Coを中心
とした特別支援教
育の充実及び外部
機関との連携  

★健全な生活習慣と

健康な生活の確立  

★食育の実践  

★体育学習等を通して

の体力・能力の向上  

★かわさきキラキラチャ

レンジ等、運動に触

れる機会の充実  

★校庭開放プロジェク

トの推進  

★学校安全マニュアル

に関する共通理解  

★避難訓練等、防災

教育の充実  

★熱中症防止への決

意と共通理解  

★ 学 校 公 開 や 学 校

Web による開かれた

学校  

★コミュニティｽｸｰﾙへ

の移行に向けた取り

組み 

★幼保小・小小・小中

の連携  

○豊かな心と思いやり 

・人権尊重の理念に基づく 

豊かな人間関係の育成  

 

夢教育 21 2024 

 

 

学校教育目標  

自ら学び、 

心豊かにたくましく生きていく 

児童の育成をめざして 

－やさしく たのしく たくましく－ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


